
シティライフ学部の教育方針・目的 

 
宇都宮共和大学シティライフ学部は，「須賀学園の建学の精神」及び「大学の教育目

的」を踏まえて，「学部の教育目標」等を次の通り定めている。 

 
 

1. シティライフ学部の教育目標 

シティライフ学部では，次の「４つの能力の育成」を教育目標に掲げている。これ

らの能力は，相互に連関しており，４つの能力を身に付けることにより総合力が発揮

できるようになるものと考える。 

 
①  社会に対する幅広い関心と知識を有し，多様な人々とコミュニケーションを
とれる能力を育成する。 
学園の教育理念に「人間尊重の精神と豊かな人間性」，「円満な教養と高い徳性」が

掲げられており，幅広い教養を身に付けることは，シティライフ学部の教育にと

って重要な課題である。社会に出て活躍するためにも，社会の問題に関心を持ち，

自らの問題として深く考えることが必要であるが，その前提にはものの本質を見

極める幅広い教養が不可欠である。また，他人の意見を正確に把握し，自らの考

えをしっかりと伝えることのできる「コミュニケーション力」は，社会人として

基礎的な素養である。 

シティライフ学部では，全人教育の理念の下，専門分野に限らない幅広い教養

を身に付けるとともに，多様な人々とコミュニケーションをとれる能力を育成す

る。 

 
② 基本的な知識を習得するとともに，様々な情報を収集・整理・創造できる能
力を育成する。 
シティライフ学部は，様々な知識・情報を収集し，それを自らのものとすると

ともに新たな情報を創造・発信できる能力を重視している。そのためには，専門

的な学問を学ぶ前提となる基本的かつ普遍的な知識の習得が不可欠である。 

知識は社会の変化に伴い更新されていくものであり，自らの知識を核にして

様々な情報を収集・整理，創造し，相互交流する能力を育成することにより，知識

を更新・拡大することが可能となると考える。また，習得した知識を活用するため

にも情報処理力が要請される。現在，社会は国際化，ボーダレス化が進んでおり，

外国語とりわけ英語を自由に読み，書き，話す「語学力」がますます重要性を増して

きている。語学力の養成は情報収集・処理能力のかなめの一つである。基本的かつ普

遍的な知識を習得するとともに，語学力と情報処理力を養成し， 様々な情報を収

集・整理・創造しうる能力を育成する。 



③ 社会生活の場である都市に生起する諸課題を比較検討，分析するとともに，
具体的な課題に対する解決策を考える能力を育成する。 
シティライフ学は，都市経済学をベースに築き上げられてきた都市・地域経済

関連の理論を継承するだけでなく，現状分析，学際研究，政策研究などの成果を

取り込んだ新しい理論化・体系化を進めている。都市は，集積・集中・拡散，成

長・発展・衰退など常に変化しており，都市の経済，経営，まちづくりに関する

分野から，都市の生活，文化，福祉，政策など様々な側面からとらえる必要があ

る。 

都市に生起する諸課題に対してその解決策を考えるためには，経済理論の研究

から，経済社会分析，都市づくり・都市計画，都市の生活・社会・文化，都市環

境等の研究まで，多様な「学際研究」が不可欠である。 

シティライフ学に関する学問研究の成果を教育に還元し，専門的な知識を習得 

させることにより，都市に生起する課題に対する解決策を考える能力を育成する。 

 
④ 社会的な存在である大学の役割を踏まえて，市民，自治体，企業との多面的
な社会的ネットワークづくりに貢献できる能力を育成する。 
今日，大学は社会を構成する一つの要素として，社会との多様なネットワーク

を形成することが求められている。シティライフ学部は，学内に蓄積された様々

なノウハウを地域社会に積極的に開放し，新しい地域づくりに貢献していく必要

がある。 

学生が，社会でその持てる力を十分に発揮するためには，社会に出て活動する

意義を早い段階で考えさせ，社会人としての職業倫理を身に付けられるように考

慮するとともに，社会に出て実際に必要となる能力の養成（資格取得等）が必要

である。 

 
2. シティライフ学部で養成する人材 

シティライフ学部の教育目標である４つの能力の育成を通じて，「豊かな都市生活

の実現」のために，「都市の様々な場面で活躍できる人材」の養成を目指す。 

 

「豊かな都市生活の実現に貢献する人材（専門家）を養成する」 

 

シティライフ学部で養成する人材は，生活者の視点を踏まえつつ，具体的な行動に

当たっては，都市の全体像との関連の中で判断することのできる専門家である。 

「都市生活」という新しい概念のもとに，「都市の経済と経営」，「都市づくり」，「都 市

の社会と生活」という３つの観点から総合的に都市を把握することを重視しており，都市

生活者と直接かかわる場面で活躍し，都市生活を支えている企業・産業・公務員 等の

組織で貴重な戦力になることが期待される人材養成に努めている。 


